
常議員会常議員会第42総会期第　 　回3

お
知
ら
せ

　「
教
団
新
報
」
今
号
を

4
9
8
8
・
8
9
合
併
号

と
し
、
次
号
は
2
0
2
3

年
1
月
28
日
に
発
行
し
ま

す
。
ま
た
、教
団
事
務
局
・

出
版
局
は
12
月
29
日
か
ら

1
月
4
日
、
年
金
局
は
12

月
29
日
か
ら
1
月
5
日
ま

で
、
カ
ル
ト
問
題
電
話
相

談
（
0
3

－

3
2
0
7

－

8
7
9
4
）
を
12
月
28
日

か
ら
1
月
3
日
ま
で
休
業

い
た
し
ま
す
。

総
幹
事
　
秋
山
　
徹

教
団
総
会
か
ら
付
託
さ
れ
た
歳
入
歳
出

決
算
・
予
算
を
承
認

　
第
42
総
会
期
第
3
回
常
議

員
会
が
12
月
5
～
6
日
、
教

団
会
議
室
に
て
、
常
議
員
28

名
が
出
席
し
て
開
催
さ
れ

た
。
2
回
の
書
面
決
議
を
経

て
、
今
総
会
期
最
初
の
対
面

で
の
会
議
と
な
っ
た
。

　
冒
頭
、
雲
然
俊
美
議
長
が

挨
拶
し
、
常
議
員
会
の
開
催

方
法
に
つ
い
て
、
緊
急
の
場

合
を
除
き
常
議
員
は
対
面
で

の
出
席
の
み
と
し
、
陪
席
者

は
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
も
可
と

す
る
こ
と
、
今
総
会
期
の
課

題
と
取
り
組
み
に
つ
い
て
夜

に
協
議
会
を
持
つ
こ
と
等
を

告
げ
た
。

　
第
42
回
教
団
総
会
に
関
す

る
件
で
は
、
総
会
を
振
り
返

り
、
議
事
の
取
り
扱
い
に
つ

い
て
多
く
の
時
間
が
割
か
れ

た
こ
と
を
受
け
て
議
事
規
則

の
変
更
を
求
め
る
意
見
や
、

大
声
で
の
不
規
則
発
言
を
放

置
し
な
い
こ
と
を
求
め
る
意

見
が
あ
っ
た
。

　
教
団
総
会
に
関
し
て
出
さ

れ
た
三
つ
の
抗
議
、
質
問

（
大
阪
教
区
、
九
州
教
区
、

豊
岡
教
会
）
を
扱
っ
た
。
大

阪
教
区
か
ら
、
常
置
委
員
会

が
総
会
に
提
出
し
た
3
議
案

が
、
第
22
回
常
議
員
会
に
お

い
て
否
決
さ
れ
た
理
由
を
問

わ
れ
た
点
に
つ
い
て
、「
戒

規
撤
回
を
求
め
る
議
案
以
外

の
二
つ
の
議
案
は
形
式
が

整
っ
て
お
り
、
総
会
議
案
と

し
な
か
っ
た
の
は
間
違
っ

て
い
た
」
と
の
意
見
が
あ
っ

た
。
九
州
教
区
か
ら
、
伝
道

資
金
規
則
改
定
議
案
を
予
算

案
に
対
し
て
先
議
し
な
か
っ

た
理
由
が
問
わ
れ
た
点
に
つ

い
て
、「
予
算
案
に
関
わ
る

内
容
で
も
あ
り
、
予
算
と
同

時
に
上
程
す
べ
き
も
の
だ
っ

た
」
と
の
意
見
が
あ
っ
た
一

方
、「
予
算
変
更
を
、
数
字

を
示
し
て
提
案
す
る
議
案
で

は
な
く
、
議
事
進
行
に
誤
り

は
な
い
」
と
の
意
見
も
あ
っ

た
。
出
さ
れ
た
意
見
を
踏

ま
え
つ
つ
、
三
役
が
責
任
を

持
っ
て
応
答
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。

　
総
幹
事
報
告
で
は
、
秋
山

徹
総
幹
事
が
報
告
。
第
42
回

教
団
総
会
に
つ
い
て
、
教
団

歳
入
歳
出
経
常
会
計
で
50
万

円
の
誤
差
が
生
じ
、
常
議
員

付
託
と
な
っ
た
こ
と
に
つ
い

て
「
事
柄
を
重
く
受
け
止
め

て
い
る
」
と
述
べ
た
。
質
疑

の
中
で
、
新
報
4
9
8
5
号

の
「
人
ひ
と
と
き
」
に
つ
い

て
、「
陛
下
」
が
用
い
ら
れ

第
42
回
総
会
期
の
課
題
と
取
り
組
み
を
協
議

協議会
　「
第
42
回
総
会
期
常
議
員

会
に
お
け
る
課
題
と
取
り
組

み
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
雲

然
俊
美
議
長
に
よ
る
発
題
か

ら
協
議
会
が
開
始
さ
れ
た
。

　
ま
ず
議
長
は
、
常
議
員
会

に
お
け
る
課
題
と
し
て
八
つ

の
課
題
を
挙
げ
、
私
見
を
述

べ
た
。
⑴
教
団
機
構
改
定
に

関
す
る
議
論
と
取
り
組
み
に

つ
い
て
、
新
た
な
検
討
が
必

要
で
あ
る
が
、
ま
ず
常
議
員

会
で
十
分
議
論
す
る
と
こ
ろ

か
ら
検
討
を
始
め
た
い
。
⑵

教
団
財
政
に
つ
い
て
、
機
構

改
定
と
は
別
に
財
政
問
題

に
つ
い
て
議
論
し
て
は
ど
う

か
。
⑶
沖
縄
教
区
と
の
関
係

に
つ
い
て
、
沖
縄
教
区
の
主

体
性
を
受
け
止
め
つ
つ
、
早

い
段
階
で
教
区
三
役
と
懇
談

の
時
を
持
ち
た
い
。
⑷
出
版

局
経
営
改
善
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
、
ス
テ
ア
リ
ン
グ
・

コ
ミ
ッ
テ
ィ
の
取
り
組
み
を

注
視
し
、
出
版
局
将
来
検
討

委
員
会
か
ら
出
さ
れ
た
答
申

に
つ
い
て
常
議
員
会
で
議
論

し
た
い
。
⑸
「
日
本
伝
道
の

推
進
を
祈
る
日
」
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
は
、
現
在
な
さ

れ
て
い
る
「
信
徒
の
友
」
へ

の
掲
載
と
全
国
伝
道
推
進
献

金
は
、
現
時
点
で
は
こ
の
運

動
を
担
う
委
員
会
が
未
定
の

た
め
、
2
0
2
3
年
3
月
末

で
区
切
り
と
し
た
い
。
⑹
大

規
模
災
害
発
生
時
の
対
応
に

つ
い
て
は
、
現
在
な
さ
れ
て

い
る
対
応
や
教
区
と
の
連
携

　
二
日
目
終
盤
に
総
幹
事
選

任
に
関
す
る
件
が
上
程
さ
れ

た
。
こ
れ
は
第
42
回
教
団
総

会
か
ら
付
託
さ
れ
た
も
の
。

三
役
の
推
薦
を
承
認
す
る
形

で
網
中
彰
子
教
師
（
横
浜
明

星
）
が
新
総
幹
事
に
選
任
さ

れ
た
。
任
期
は
2
0
2
3
年

4
月
1
日
よ
り
第
44
回
総
会

ま
で
。

　
雲
然
俊
美
議
長
は
推
薦
の

理
由
と
し
て
教
団
事
務
局
職

員
、
N
C
C
総
幹
事
等
の
職

歴
か
ら
事
務
の
仕
事
や
教
団

の
事
情
に
通
じ
て
い
る
こ

と
、
三
役
と
連
携
が
期
待
で

き
る
こ
と
等
を
挙
げ
た
。

　
こ
の
提
案
に
関
し
て
常
議

員
か
ら
様
々
な
意
見
が
出

た
。
女
性
の
起
用
を
歓
迎
し

網
中
教
師
の
事
務
能
力
を
評

価
し
つ
つ
も
、
牧
会
経
験
の

少
な
さ
を
理
由
に
「
今
で
は

な
い
の
で
は
な
い
か
」
と
の

反
対
意
見
が
あ
る
一
方
、「
三

役
の
推
薦
を
信
頼
す
る
」、

「
召
命
と
受
け
止
め
て
教
会

を
辞
し
教
団
に
仕
え
る
決
意

を
固
め
た
こ
と
を
尊
重
し
た

い
」
と
の
賛
成
意
見
が
あ
っ

た
。
ま
た
、「
現
総
幹
事
選

任
の
と
き
も
人
選
は
石
橋
秀

雄
前
議
長
に
一
任
だ
っ
た
」

と
の
指
摘
が
あ
っ
た
。

　
ま
た
今
回
の
選
任
に
際
し

て
議
場
で
は
網
中
教
師
の
経

歴
等
を
記
し
た
文
書
は
配
布

さ
れ
ず
、
議
長
が
氏
名
を
口

頭
で
述
べ
る
に
と
ど
ま
っ
た

た
め
困
惑
の
声
も
上
が
っ

た
。「
総
幹
事
は
重
大
な
務

め
。
教
団
の
危
機
的
状
況
の

中
で
泣
い
て
馬
謖
を
斬
る
よ

う
な
決
断
の
で
き
る
人
な
の

網
中
彰
子
教
師
を
総
幹
事
に
選
任
　

総幹事
選　任

か
判
断
で
き
な
い
」、「
ど
の

よ
う
な
人
か
分
か
ら
ず
反
対

も
賛
成
も
で
き
な
い
」
等
の

意
見
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対

し
て
雲
然
議
長
は
「
従
来
配

布
し
て
こ
な
か
っ
た
」、「
個

人
情
報
を
含
む
も
の
を
配
布

す
る
こ
と
に
躊
躇
を
覚
え

た
」
と
文
書
を
配
布
し
な

か
っ
た
理
由
を
述
べ
、
議
場

に
詫
び
た
。

　
そ
の
上
で
、
議
長
は
網
中

教
師
の
執
筆
し
た
文
章
、
経

歴
、
顔
写
真
が
掲
載
さ
れ
た

伝
道
推
進
室
の
ト
ラ
ク
ト

「
わ
た
し
だ
け
の
誰
か
」
の

配
布
を
指
示
し
た
。
さ
ら

に
「
総
幹
事
選
任
は
議
長
へ

の
信
任
が
大
き
な
ウ
エ
イ
ト

を
占
め
る
」
と
述
べ
て
理
解

を
求
め
た
。
ま
た
、
審
議
の

後
に
、
受
洗
・
准
允
・
按
手

の
年
月
日
・
教
会
等
担
任
歴

を
記
し
た
文
書
が
配
布
さ
れ

た
。

　
採
決
の
結
果
28
名
中
21
名

の
賛
成
で
総
幹
事
選
任
の
件

は
承
認
さ
れ
た
。

（
米
山
恭
平
報
）

雲然議長が課題と取り組みを提言

た
こ
と
に
つ
き
「
編
集
の
段

階
で
配
慮
す
る
こ
と
は
出
来

な
か
っ
た
の
か
」
等
の
意
見

が
あ
っ
た
。

　
常
任
常
議
員
選
出
で
は
三

役
提
案
に
基
づ
き
、
教
団
三

役
の
他
、
髙
橋
潤
、
岡
村
恒
、

藤
掛
順
一
、
田
口
博
之
、
高

橋
嘉
男
、
八
嶋
由
里
子
、
河

田
直
子
を
承
認
し
た
。

　
常
設
委
員
・
常
設
専
門
委

員
、
宣
教
研
究
所
委
員
、
伝

道
推
進
室
委
員
選
任
に
関
す

る
件
で
は
、
選
考
委
員
会
の

選
考
結
果
に
基
づ
き
委
員
を

承
認
し
た
。
選
考
結
果
に
対

し
て
は
、
複
数
の
教
区
議
長

か
ら
、「
教
区
か
ら
推
薦
し

た
者
が
一
人
も
入
っ
て
い
な

い
。
教
区
を
尊
重
し
、
多
様

な
意
見
を
入
れ
る
姿
勢
が
な

い
」
と
の
指
摘
が
あ
っ
た
。

に
加
え
、
事
務
局
が
機
能
し

な
く
な
っ
た
場
合
の
ケ
ア
に

つ
い
て
も
考
え
る
必
要
が
あ

る
。
⑺
献
身
者
が
起
こ
さ
れ

る
た
め
の
祈
り
に
つ
い
て
、

常
議
員
会
か
ら
何
か
発
信
で

き
な
い
か
。
⑻
次
回
教
団
総

会
に
つ
い
て
は
7
月
の
段
階

で
日
程
、
会
場
を
決
定
し
、

議
事
進
行
、
特
に
教
区
総
会

決
議
事
項
を
扱
え
る
よ
う
に

考
え
た
い
。

　
議
場
か
ら
は
、
特
に
、
⑴

と
⑸
に
つ
い
て
意
見
が
相
次

い
だ
。
⑴
に
つ
い
て
は
、
議

論
が
十
分
に
さ
れ
て
い
る
と

は
言
え
な
い
の
で
、
こ
れ
ま

で
の
経
緯
を
含
め
、
次
の
教

団
総
会
へ
の
議
案
化
の
た
め

に
学
習
会
等
が
で
き
な
い

か
、
等
の
意
見
、
⑸
に
つ
い

て
は
、
こ
の
運
動
の
継
続
を

求
め
る
意
見
が
多
数
出
さ
れ

た
。
議
長
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

意
見
を
三
役
で
受
け
止
め
、

具
体
的
な
提
案
を
出
し
て
い

き
た
い
と
答
え
た
。

（
小
林
信
人
報
）

　「
2
0
2
3
年
春
季
教
師

検
定
試
験
合
格
者
承
認
に
関

す
る
件
」
と
「
教
師
転
入
に

関
す
る
件
」
で
は
、
三
役
一

任
と
す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ

た
が
、
常
議
員
会
で
審
議
す

べ
き
と
の
意
見
が
あ
り
、
臨

時
常
議
員
会
を
3
月
27
日
に

オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
す
る
こ

と
と
し
た
。

　
第
42
回
教
団
総
会
か
ら
付

託
さ
れ
た
、
19
年
度
～
22

年
度
教
団
歳
入
歳
出
予
算

お
よ
び
決
算
、
23
年
度
教
団

歳
入
歳
出
原
予
算
を
扱
っ

た
。
19
年
度
か
ら
20
年
度
に

か
け
て
、
繰
越
収
支
差
額
に

50
万
円
の
差
額
が
あ
っ
た
こ

と
に
つ
い
て
専
門
家
の
検
証

結
果
に
基
づ
き
宇
田
真
予
算

決
算
委
員
長
が
説
明
し
た
。

「
2
0
0
5
年
度
に
設
定
さ

れ
、
資
金
の
動
き
が
無
か
っ

た
備
品
購
入
引
当
金
が
残
っ

て
お
り
、
20
年
に
解
消
し
た

こ
と
が
原
因
」
と
述
べ
た
。

協
議
の
中
で
、
数
字
に
間
違

い
は
な
く
、
説
明
を
加
え
る

べ
き
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認

さ
れ
、
議
案
を
賛
成
多
数
で

承
認
し
た
。
会
計
事
務
所
か

ら
の
報
告
文
に
、
説
明
を
添

え
て
教
団
新
報
に
掲
載
す
る

こ
と
と
し
た
。

　
一
日
目
に
行
わ
れ
た
協
議

会
で
の
意
見
を
受
け
て
、「
日

本
伝
道
の
推
進
を
祈
る
日
」

の
取
り
組
み
（
全
国
伝
道
推

進
献
金
の
呼
び
か
け
と
「
信

徒
の
友
」
の
各
教
区
の
記
事

の
掲
載
）
を
23
年
度
も
継
続

す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
、
賛

成
多
数
で
承
認
し
た
。

　
幹
事
任
用
に
関
す
る
件
で

は
、
大
三
島
義
孝
幹
事
を
継

続
し
て
任
用
す
る
こ
と
を
承

認
し
た
。（

新
報
編
集
部
報
）
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【
承
認
】

8
．
教
団
総
会
常
任
委
員
選

任
に
関
す
る
件
　
選
任

　［
会
計
監
査
］
服
部
能
幸

（
招
）、
宮
下
重
康
、
長
島

恵
子

9
．
宗
教
法
人
「
日
本
基
督

教
団
」
責
任
役
員
選
任
に

関
す
る
件
　
選
任

　［
責
任
役
員
］
雲
然
俊
美
、

藤
盛
勇
紀
、
黒
田
若
雄
、

武
田
真
治
、
東
野
尚
志
、

望
月
克
仁
、
中
嶌
曉
彦

　［
会
計
監
査
］
服
部
能
幸
、

宮
下
重
康

19
．
2
0
1
8
年
度
教
団
歳

入
歳
出
決
算
承
認
に
関
す

る
件

25
．
2
0
1
8
年
度
部
落
解

放
セ
ン
タ
ー
決
算
承
認
に

関
す
る
件

26
．
2
0
1
9
年
度
部
落
解

放
セ
ン
タ
ー
決
算
承
認
に

関
す
る
件

27
．
2
0
2
0
年
度
部
落
解

放
セ
ン
タ
ー
予
算
お
よ
び

決
算
承
認
に
関
す
る
件

28
．
2
0
2
1
年
度
部
落
解

放
セ
ン
タ
ー
予
算
お
よ
び

決
算
承
認
に
関
す
る
件

30
．
2
0
1
8
年
度
出
版
局

決
算
承
認
に
関
す
る
件

31
．
2
0
1
9
年
度
出
版
局

決
算
承
認
に
関
す
る
件

32
．
2
0
2
0
年
度
出
版
局

決
算
承
認
に
関
す
る
件

33
．
2
0
2
1
年
度
出
版
局

決
算
承
認
に
関
す
る
件

34
．
2
0
1
8
年
度
年
金
局

決
算
承
認
に
関
す
る
件

35
．
2
0
1
9
年
度
年
金
局

決
算
承
認
に
関
す
る
件

36
．
2
0
2
0
年
度
年
金
局

財
務
計
画
お
よ
び
決
算
承

認
に
関
す
る
件

37
．
2
0
2
1
年
度
年
金
局

財
務
計
画
お
よ
び
決
算
承

認
に
関
す
る
件

38
．
2
0
2
2
年
度
年
金
局

財
務
計
画
案
承
認
に
関
す

る
件

39
．
2
0
2
3
年
度
年
金
局

財
務
計
画
案
承
認
に
関
す

る
件

【
可
決
】

29
．
2
0
2
2
年
度
部
落
解

放
セ
ン
タ
ー
予
算
に
関
す

る
件

40
．
教
団
機
構
改
定
の
目
的

と
課
題
を
確
認
す
る
件
　

＊
議
案
第
53
号
、第
46
号
、

第
47
号
、
第
59
号
を
先
議

し
否
決
。
修
正
案
（
提
案

者
：
小
西
望
）
を
否
決
。

41
．
教
規
1
3
2
条
変
更
に

関
す
る
件

42
．
年
金
局
規
定
変
更
お
よ

び
「
謝
恩
金
規
則
」
廃
止

に
関
す
る
件

【
付
託
】

12
．
出
版
局
理
事
・
監
事
承

認
に
関
す
る
件
　
常
議
員

会
付
託

13
．
年
金
局
理
事
・
監
事
承

認
に
関
す
る
件
　
常
議
員

会
付
託

14
．
部
落
解
放
セ
ン
タ
ー
運

営
委
員
選
任
に
関
す
る
件 

常
議
員
会
付
託

17
．
教
団
関
係
学
校
お
よ
び

関
係
団
体
理
事
・
評
議
員

等
推
薦
に
関
す
る
件
　
常

議
員
会
付
託

64
．
第
42
回
日
本
基
督
教
団

総
会
議
事
録
承
認
に
関
す

る
件
　
常
議
員
会
付
託

65
．
第
43
回
日
本
基
督
教
団

総
会
開
催
に
関
す
る
件
　

常
議
員
会
付
託

【
42
総
会
期
常
議
員
会
に
付

託
】

10
．
総
幹
事
選
任
に
関
す
る

件
　
＊
42
総
会
期
常
議
員

会
に
付
託
。

11
．
出
版
局
局
長
選
任
に
関

す
る
件
　
＊
42
総
会
期
常

議
員
会
に
付
託
。
選
任
ま

で
飯
光
を
局
長
代
行
と
す

る
。

18
．
2
0
2
2
年
秋
季
教
師

検
定
試
験
合
格
者
承
認
に

関
す
る
件
　
＊
教
団
総
会

の
日
程
が
早
ま
り
試
験
が

終
了
し
て
い
な
い
た
め
、

42
総
会
期
常
議
員
会
に
付

託
。

20
．
2
0
1
9
年
度
教
団
歳

入
歳
出
決
算
承
認
に
関
す

る
件
　
＊
内
容
の
精
査
が

必
要
な
た
め
、
42
総
会
期

常
議
員
会
に
付
託
。

21
．
2
0
2
0
年
度
教
団
歳

入
歳
出
予
算
お
よ
び
決
算

承
認
に
関
す
る
件
　
＊
内

容
の
精
査
が
必
要
な
た

め
、
42
総
会
期
常
議
員
会

に
付
託
。

22
．
2
0
2
1
年
度
教
団
歳

入
歳
出
予
算
お
よ
び
決
算

承
認
に
関
す
る
件
　
＊
内

容
の
精
査
が
必
要
な
た

め
、
42
総
会
期
常
議
員
会

に
付
託
。

23
．
2
0
2
2
年
度
教
団
歳

入
歳
出
実
行
予
算
に
関
す

る
件
　
＊
議
案
第
49
号
を

先
議
し
否
決
し
た
上
で
、

内
容
の
精
査
が
必
要
な
た

め
、
42
総
会
期
常
議
員
会

に
付
託
。

24
．
2
0
2
3
年
度
教
団
歳

入
歳
出
原
予
算
に
関
す
る

件
　
＊
内
容
の
精
査
が
必

要
な
た
め
、
42
総
会
期
常

議
員
会
に
付
託
。

【
否
決
】

46
．
沖
縄
教
区
選
出
議
員
の

出
席
ま
で
、
教
規
変
更
を

伴
う
教
団
機
構
改
定
の
教

団
総
会
決
議
を
行
わ
な
い

件
〔
京
都
教
区
〕

47
．
教
団
「
教
団
機
構
改
定

に
関
す
る
検
討
資
料
Ⅱ
」

を
破
棄
す
る
件
〔
京
都
教

区
〕

49
．「
沖
縄
宣
教
連
帯
金
」

に
関
す
る
件〔
兵
庫
教
区
〕

53
．「
教
団
機
構
改
定
」
の

議
論
を
直
ち
に
凍
結
す
る

件
〔
兵
庫
教
区
〕

57
．
日
本
基
督
教
団
総
会
に

お
け
る
常
議
員
選
挙
の
投

票
方
法
を
、
無
記
名
半
数

連
記
に
改
め
る
件
〔
神
奈

川
教
区
〕

59
．
教
団
機
構
改
定
の
根
幹

と
な
る
意
思
を
確
認
す
る

件
〔
小
笠
原
純
〕

【
選
考
委
員
選
任
】

《
第
42
回
教
団
総
会
》
主
な
総
会
議
事
結
果

15
．
常
設
委
員
会
お
よ
び
常

設
専
門
委
員
会
委
員
選
任

に
関
す
る
件

16
．
宣
教
研
究
所
委
員
選
任

に
関
す
る
件

　［
選
考
委
員
］
雲
然
俊
美
、

藤
盛
勇
紀
、
黒
田
若
雄
、

田
中
か
お
る
、
岡
村
恒
、

田
口
博
之
、
菅
原
力
、
豊

川
昭
夫
、
守
安
久
美
子
、

河
田
直
子

【
議
案
取
り
下
げ
】

43
．
教
憲
9
条
を
改
正
し
、

伴
っ
て
関
連
教
規
条
項
を

改
正
す
る
件〔
九
州
教
区
〕

【
廃
案
】

44
．
伝
道
資
金
規
則
改
定
に

関
す
る
件
〔
九
州
教
区
〕

45
．
教
規
61
条
等
の
一
部
を

改
正
す
る
件〔
九
州
教
区
〕

48
．「
日
本
基
督
教
団
『
教

憲
1
条
』
の
本
旨
に
沿
う

教
会
と
な
る
た
め
に
、
教

団
・
各
個
教
会
・
各
教
区

に
お
い
て
教
規
を
正
し
く

解
釈
し
、
正
し
く
運
用
す

る
こ
と
」
を
求
め
る
件 

〔
東
北
教
区
〕

50
．
日
本
基
督
教
団
に
お
け

る
同
性
愛
者
を
は
じ
め
と

す
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
差
別
問
題
に

取
り
組
む
〔
兵
庫
教
区
〕

51
．
第
41
総
会
期
第
9
回
常

議
員
会
に
お
け
る
「『
日

本
基
督
教
団
の
教
師
論
』

承
認
に
関
す
る
件
（
提
案

者
議
長
）」
の
承
認
決
議

を
撤
回
す
る
件
〔
兵
庫
教

区
〕

52
．
第
41
総
会
期
常
議
員
会

の
議
事
運
営
の
誤
り
に
つ

い
て
全
教
区
並
び
に
教
団

総
会
議
員
に
謝
罪
す
る
件

〔
兵
庫
教
区
〕

　「教団新報」2022年11月12日号掲載記事に
ついてのお詫びと訂正

　教団新報第4985号（2022年11月12日発行）の「人
ひととき」欄に掲載された記事「神の愛を見出しなが
ら」の中で、英国エリザベス女王の国葬の際に皇后が
着用したスーツを仕立てられた信徒の方の紹介がされ
ました。その記事の中に、2度にわたって「皇后陛下」
との尊称をつけた文章となっていることに対して多く
のご批判・抗議が寄せられました。
　インタビューをした新報記者および編集者としてで
きる限り取り上げる人の思いを丁寧に紹介すべく、そ
れを汲み取ってそのような表現としたことは推察され
ますが、これまで部落解放センターの運動その他を通
して天皇制が日本社会の中で差別を生み出す構造的な
体質と深く関わっていることを様々な場面で表明して
きた教団が、その機関紙である「教団新報」の記事に
皇室に属する者に対してそのような尊称を用いること
は不必要・不適切であったことを認め、お詫びいたし
ます。「陛下」の文言は訂正・削除といたします。こ
のことは、紹介された方が誇りを持って仕事をされて
いること、その中で信仰生活を送っておられることに
ついて論難するものではありません。
　今後、天皇制に関わる記事を掲載するに際して、用
語の使用について誤解を招くことのないよう注意が必
要であることを銘じます。ご指摘いただきましたこと
を感謝いたします。

総幹事　秋山　徹

54
．
第
75
回
／
「
合
同
」
後

52
回
日
本
基
督
教
団
兵
庫

教
区
定
期
総
会
決
議
に
も

と
づ
く
教
団
総
会
提
出
議

案
「
沖
縄
宣
教
連
帯
金
」

に
関
す
る
件〔
兵
庫
教
区
〕

56
．
聖
餐
の
あ
り
方
に
つ
い

て
慎
重
か
つ
十
分
に
議
論

す
る
場
を
教
団
内
に
設
置

す
る
件
〔
神
奈
川
教
区
〕

58
．
伝
道
資
金
規
則
変
更
に

関
す
る
件
〔
小
笠
原
純
〕

60
．
日
本
基
督
教
団
が
地
球

温
暖
化
防
止
を
宣
教
の
課

題
と
し
、
日
本
政
府
に
地

球
温
暖
化
防
止
に
関
わ
る

国
際
協
定
「
パ
リ
協
定
」

の
目
標
早
期
達
成
を
原
子

力
発
電
に
依
存
し
な
い
で

行
う
こ
と
を
要
望
す
る
と

と
も
に
、
教
団
内
諸
教

会
・
信
徒
が
意
識
を
高
め
、

自
主
的
な
取
り
組
み
を
行

う
こ
と
を
呼
び
か
け
る
件

〔
管
恒
敏
〕

61
．
日
本
基
督
教
団
教
憲
第

1
条
及
び
教
規
第
2
条
の

改
定
に
関
す
る
件
〔
佐
久

間
文
雄
〕

62
．「
合
同
」
特
設
委
員
会

を
再
設
置
す
る
件
〔
伊
藤

朝
日
太
郎
〕

63
．
辺
野
古
新
基
地
建
設
を

直
ち
に
中
止
す
る
よ
う
求

め
る
件〔
伊
藤
朝
日
太
郎
〕

【
上
程
せ
ず
】

55
．
第
36
（
合
同
後
21
）
総

会
期
（
2
0
0
8
年
～

2
0
1
0
年
）
日
本
基
督

教
団
教
師
委
員
会
及
び
審

判
員
会
に
よ
る
北
村
慈
郎

教
師
へ
の
免
職
戒
規
適
用

を
無
効
と
し
、
北
村
慈
郎

教
師
の
免
職
戒
規
撤
回
を

求
め
る
件〔
神
奈
川
教
区
〕

　
今
常
議
員
会
は
、
第
42
回

総
会
後
、
集
っ
て
開
催
さ
れ

た
最
初
の
会
議
で
あ
り
、
多

く
の
人
事
関
連
議
案
を
扱
っ

た
。

在
日
大
韓
基
督
教
会
と
日
本

基
督
教
団
と
の
宣
教
協
力
委

員
会
委
員

　
雲
然
俊
美
、
藤
盛
勇
紀
、

黒
田
若
雄
、
宣
教
委
員
会

委
員
長
、
在
日
韓
国
朝
鮮

人
連
帯
特
設
委
員
会
委
員

長
在
日
韓
国
朝
鮮
人
連
帯
特
設

委
員
会
委
員

　
宮
本
義
弘
、久
世
そ
ら
ち
、

大
友
英
樹
、
豊
川
昭
夫
、

遠
矢
良
男

東
日
本
大
震
災
救
援
対
策
継

続
事
業
委
員
会
委
員

諸
委
員
会
委
員
、現
案
通
り
承
認

人事関連
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藤
盛
勇
紀
、田
中
か
お
る
、

佐
久
間
文
雄
、
守
安
久
美

子
東
北
地
方
地
震
被
災
教
会
会

堂
等
再
建
支
援
委
員
会
委
員

　
篠
浦
千
史
、
奥
山
盾
夫
、

稲
松
義
人

伝
道
資
金
小
委
員
会
委
員

　
藤
盛
勇
紀
、宣
教
委
員
長
、

伝
道
委
員
長
、
北
海
教
区

議
長
、
東
京
教
区
議
長
、

西
中
国
教
区
議
長

教
師
養
成
制
度
検
討
委
員
会

委
員

　
菅
原
力
、
雲
然
俊
美
、
服

部
修
、
東
野
尚
志

牧
会
者
と
そ
の
家
族
の
た
め

の
相
談
室
委
員

　
加
藤
幹
夫
、
吉
澤
永
、
竹

村
眞
知
子
、
石
丸
昌
彦
、

藤
崎
義
宣

教
団
関
係
学
校
及
び
関
係
団

体
理
事
・
評
議
員

　
三
役
一
任

「
隠
退
教
師
を
支
え
る
運
動
」

推
進
委
員

【
委
員
】
鈴
木
秀
信
、
山
田

昌
人
、
滝
川
英
子
、
八
嶋

由
里
子
、
須
田
静
代
、
小

笠
原
務
、
東
隆
義

【
監
事
】
大
三
島
義
孝
、
河

村
富
雄

各
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
委

員「
愛
知
老
人
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
運
営
委

員
」

【
常
議
員
会
承
認
】
鈴
木
卓

也
、
小
田
部
正
一
、
西
村

清
、
小
寺
英
明
、
牛
木
恵

一
、
飯
田
要
子

【
教
団
総
会
議
長
指
名
】
下

村
徹
嗣
、
平
井
章
、
横
山

良
樹
、
村
山
盛
芳

「
に
じ
の
い
え
信
愛
荘
」

【
教
団
総
会
議
長
指
名
】
佐

久
間
文
雄
、
願
念
望
、
鈴

木
功
男
、
黒
沢
咲
子
、
尾

野
明
子

【
常
議
員
会
選
任
】
阪
口
和

美
、
砂
田
巳
智
子
、
成
松

三
千
子
、
高
橋
玉
代
、
奥

山
盾
夫
、
村
上
信
男
、
境

和
彦
、
内
堀
怜
子
、
西
村

佳
子
、
山
口
玲
子

　
常
設
委
員
会
・
常
設
専
門

委
員
会
・
伝
道
推
進
室
委
員

会
委
員
は
、
選
考
委
員
会
の

選
考
結
果
を
承
認
し
た
。
ま

た
、
出
版
局
、
年
金
局
、
部

落
解
放
セ
ン
タ
ー
、
隠
退
教

師
を
支
え
る
運
動
の
理
事
・

監
事
は
、
第
二
選
考
委
員
を

選
任
し
た
上
で
、
選
考
委
員

会
が
一
日
目
議
事
終
了
後
に

推
薦
し
た
者
を
二
日
目
に
承

認
し
た
（
最
終
結
果
を
次
号

に
掲
載
）。（

新
報
編
集
部
報
）
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2
0
2
2
年
3
月
よ
り
ウ
ク

ラ
イ
ナ
か
ら
日
本
に
避
難
し

て
く
る
人
々
お
一
人
お
ひ
と

り
に
伴
走
す
る
支
援
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
現
在
、
関
係
省
庁

や
東
京
都
と
の
連
携
も
あ
り
、

7
6
1
人
（
11
月
30
日
）
へ
の

伴
走
支
援
を
実
践
す
る
国
内
最

大
規
模
の
支
援
団
体
と
な
り
ま

し
た
。
支
援
の
内
容
と
形
態
は

時
間
の
経
過
と
と
も
に
次
の
よ

う
な
変
化
を
遂
げ
て
い
ま
す
。 

【
第
1
フ
ェ
ー
ズ
　
避
難
支
援
】

2
0
2
2
年
3
〜
4
月
ご
ろ

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
Y
M
C
A
と
連

携
し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
出
国
か
ら

来
日
ま
で
の
支
援
、
空
港
出
迎

え
や
国
内
移
動
の
補
助
、
ホ
テ

ル
で
の
隔
離
、
住
宅
へ
の
案
内

な
ど
と
い
う
一
連
の
支
援
を

継
続
し
て
い
ま
す
。
支

援
開
始
時
に
、
一
人
ひ

と
り
に
寄
り
添
い
伴
走

し
て
い
く
、
と
い
う

Y
M
C
A
の
姿
勢
と
し

て
、「
避
難
民
」
で
は

な
く
「
避
難
者
」
と
呼

ぶ
こ
と
に
し
ま
し
た
。

【
第
2
フ
ェ
ー
ズ
　
生

活
支
援
】
2
0
2
2
年

5
〜
6
月
ご
ろ

　
住
居
手
配
か
ら
保
育

園
探
し
、
日
本
語
学
習

の
機
会
提
供
な
ど
日
本

で
の
生
活
を
ス
タ
ー
ト

す
る
た
め
の
支
援
を
展

開
し
ま
し
た
。
ま
た
、

交
流
・
学
び
の
場
「U

kraine 

C
afé H

IM
A
W
A
R
I

」
を

オ
ー
プ
ン
し
、
身
近
な
お
店
で

買
え
る
食
品
や
清
掃
用
品
の
使

い
方
を
伝
え
る
生
活
講
座
や
無

料
バ
ザ
ー
な
ど
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
現
在
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語

で
読
め
る
児
童
書
を
集
め
た

ミ
ニ
図
書
館
「
H
I
M
A
W
A

R
I
文
庫
」を
併
設
し
て
カ
フ
ェ

の
運
営
を
続
け
て
い
ま
す
。

【
第
3
フ
ェ
ー
ズ
　
個
別
支
援
】

2
0
2
2
年
7
月
以
降

　
都
営
住
宅
な
ど
へ
個
別
訪
問

を
実
施
し
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
よ

る
ニ
ー
ズ
把
握
と
支
援
策
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
を
新
た
に
展

開
中
で
す
。
病
院
へ
の
同
行
、

子
ど
も
の
宿
題
サ
ポ
ー
ト
等
、

各
家
庭
で
の
個
別
支
援
か
ら
、

体
調
不
良
に
つ
な
が
り
や
す
い

心
の
ケ
ア
を
実
践
す
る
た
め
の

取
り
組
み
な
ど
、
多
様
な
支
援

活
動
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　
第
3
フ
ェ
ー
ズ
に
入
っ
た
現

在
で
は
、
個
別
訪
問
に
よ
り
把

握
さ
れ
つ
つ
あ
る
避
難
者
が
抱

え
る
課
題
や
ニ
ー
ズ
へ
の
個
別

の
解
決
策
提
示
、
行
政
や
他
団

体
と
の
連
携
を
含
む
組
織
的
な

取
り
組
み
へ
の
提
言
な
ど
を
同

時
に
展
開
し
て
い
ま
す
。
特
に

都
営
住
宅
な
ど
を
訪
問
し
て
の

聞
き
取
り
か
ら
は
さ
ま
ざ
ま
な

要
因
に
よ
る
心
身
の
不
調
が
増

え
て
い
る
傾
向
が
見
ら
れ
ま
し

た
。
ま
だ
終
わ
り
が
見
え
て
こ

な
い
避
難
生
活
の
長
期
化
か
ら

こ
の
第
3
フ
ェ
ー
ズ
を
「
心
の

折
れ
る
時
期
」
と
捉
え
、
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
な
ど
を
含
む

新
し
い
伴
走
支
援
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
活
動
は
全
て
皆
様

か
ら
の
ご
寄
附
に
よ
っ
て
支
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
ご

寄
付
い
た
だ
い
た
皆
様
へ
の
感

謝
と
共
に
、
長
期
化
が
予
想
さ

れ
る
こ
の
活
動
へ
の
継
続
的
な

ご
支
援
・
ご
寄
附
、
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
石
橋
英
樹
報
／
日
本
Y
M
C
A

同
盟
ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
者
支
援

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
担
当
）

し
て
い
る
会
議
は
う
ら
や
ま

し
く
も
思
え
て
し
ま
う
が
、

そ
れ
で
も
議
場
か
ら
は
も
っ

と
ユ
ー
ス
や
女
性
の
議
員
枠

を
増
や
し
て
欲
し
い
と
の
声

が
挙
が
る
。
ユ
ー
ス
た
ち
か

ら
は
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
等
を

用
い
て
で
も
す
ぐ
実
行
し
て

欲
し
い
と
の
要
望
も
出
た

が
、
こ
の
案
件
に
は
規
約
の

見
直
し
や
変
更
も
必
要
と
な

り
、
大
切
な
議
題
だ
か
ら
こ

そ
、
き
ち
ん
と
対
面
で
意
思

疎
通
し
た
方
が
良
い
と
の
こ

と
で
、
前
向
き
に
検
討
す
る

方
向
で
の
継
続
審
議
と
な
っ

た
。

（
西
之
園
路
子
報
）

　
関
東
教
区
は
新
潟
・
群
馬
・
茨

城
・
栃
木
・
埼
玉
の
各
県
を
5
地

区
と
す
る
1
4
0
の
教
会
・
伝
道

所
か
ら
な
る
。
日
本
海
か
ら
太
平

洋
に
至
る
広

大
な
面
積
は

北
海
教
区
に

次
ぎ
、
教
区

内
の
人
口
は

17
教
区
最
大

の
1
6
2
0

万
人
に
及

ぶ
。
ま
た
過

疎
地
か
ら
首
都
圏
、
工
業
地
帯
や

農
業
地
帯
、
漁
業
地
帯
、
豪
雪
地

帯
や
島
の
教
会
も
あ
り
、
教
派
的

伝
統
も
様
々
で
あ
る
。
ま
た
小
規

模
教
会
も
多
い
。
そ
の
中
で
そ
れ

ぞ
れ
が
覚
え
合
い
、
支
え
合
い
、

連
帯
し
て
宣
教
に
仕
え
て
い
る
。

　
そ
の
連
帯
の
柱
が
ナ
ル
ド
の
壺

献
金
運
動
で
あ
る
。
一
人
の
女
性

信
徒
の
提
案
で
始
ま
っ
た
運
動
は

今
年
36
年
目
と
な
る
。
1
日
10
円

の
自
由
献
金
と
し
て
捧
げ
ら
れ
、

ほ
ぼ
毎
年
、
目
標
額
が
満
た
さ
れ

て
い
る
こ
と
は
教
区
の
連
帯
の
証

し
で
あ
る
。
今
年
も
1
2
0
0
万

円
を
目
標
に
献
金
運
動
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
こ
の
献
金
は
謝
儀
互

助
（
2
0
2
2
年
度
は
13
教
会
・

伝
道
所
）
を
始
め
、緊
急
互
助
（
教

師
や
そ
の
家
族
の
急
病
や
様
々
な

緊
急
支
援
）、教
団
年
金
互
助
（
教

団
年
金
へ
の
加
入
支
援
）、
退
職

金
互
助
（
退
職
金
の
積
み
立
て
の

た
め
の
支
援
）
の
た
め
に
豊
か
に

用
い
ら
れ
、
こ
れ
ま
で
の
残
金
の

積
み
立
て
は
ナ
ル
ド
基
金
と
し
て

災
害
時
の
謝
儀
支
援
と
し
て
用
い

ら
れ
て
い
る
（
コ
ロ
ナ
禍
に
も
使

用
）。
ナ
ル
ド
献
金
運
動
の
た
め

に
宣
教
部
が
ナ
ル
ド
通
信
を
発
行

し
て
運
動
を
展
開
し
、
ま
た
ナ
ル

ド
懇
談
会
を
開
催
し
て
互
助
教
会

相
互
と
教
区
の
交
わ
り
を
深
め
て

い
る
。

　
こ
の
運
動
は
教
区
連
帯
の
柱
と

な
り
、
04
年
の
中
越
地
震
、
07
年

の
中
越
沖
地
震
、
11
年
の
東
日
本

大
震
災
、
15
年
の
関
東
東
北
豪
雨

水
害
、
ま
た
新
潟
雪
害
支
援
等
、

教
区
の
災
害
支
援
に
も
つ
な
が
っ

て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
が
続
く
中
で

も
一
つ
一
つ
の
教
会
・
伝
道
所
が

主
に
あ
っ
て
連
帯
し
、
互
い
に
祈

り
、
支
え
合
い
、
元
気
に
宣
教
に

仕
え
る
こ
と
が
願
い
で
あ
る
。「
忠

実
な
僕
よ
、
よ
く
や
っ
た
」
と
神

さ
ま
か
ら
の
カ
ン
ト
ウ
賞
を
い
た

だ
け
る
関
東
教
区
で
あ
り
た
い
。

（
関
東
教
区
議
長
）

教区議長コラム
♦　関東教区　♦ 

熊江　秀一

関
東
教
区
は
カ
ン
ト
ウ
賞
！

　
11
月
15
～
18
日
に
南
西
ド

イ
ツ
の
シ
ュ
ミ
ッ
テ
ン
で
、

Ｅ
Ｍ
Ｓ（
福
音
連
帯
宣
教
会
）

の
総
会
が
開
催
さ
れ
、
教
団

か
ら
は
西
之
園
路
子
が
Ｅ
Ｍ

Ｓ
総
会
議
員
と
し
て
出
席
し

た
。

　
2
年
ご
と
に
開
催
さ
れ
る

こ
の
総
会
に
は
、
南
西
ド
イ

ツ
の
教
会
関
係
者
の
他
、
ア

ジ
ア
（
イ
ン
ド
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
、
韓
国
、
日
本
等
）、

中
東
（
ヨ
ル
ダ
ン
）、
ア
フ

リ
カ
（
ガ
ー
ナ
、
南
ア
フ
リ

カ
共
和
国
）
の
Ｅ
Ｍ
Ｓ
加
盟

教
会
の
代
表
者
た
ち
、
70
名

ほ
ど
が
参
加
。
今
年
9
月
に

行
わ
れ
たP

roP
ro

委
員
会

で
協
議
さ
れ
た
Ｅ
Ｍ
Ｓ
の
支

援
先
と
支
援
金
額
も
こ
の
総

会
で
可
決
さ
れ
た
。
本
総
会

に
お
い
て
、
イ
ン
ド
と
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
か
ら
各
1
教
会
を

新
た
に
Ｅ
Ｍ
Ｓ
の
メ
ン
バ
ー

に
迎
え
る
こ
と
が
承
認
さ

れ
た
。
ま
た
、
議
長
団
や

M
ission C

ouncil

メ
ン

バ
ー
の
選
出
も
行
わ
れ
、
西

之
園
議
員
はsubstitute

（
補
欠
委
員
）
と
し
て
選
出

さ
れ
た
。
教
団
と
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｋ

（
韓
国
基
督
教
長
老
会
）
は
、

6
年
任
期
の
委
員
を
3
年
ず

つ
交
代
で
担
い
、
現
在
は
Ｐ

Ｒ
Ｏ
Ｋ
の
議
員
が
委
員
と
な

り
、
教
団
の
議
員
は
補
欠
と

な
っ
て
い
る
。

　
Ｗ
Ｃ
Ｃ
同
様
、
Ｅ
Ｍ
Ｓ
で

も
ユ
ー
ス
た
ち
の
活
躍
が
目

を
引
い
た
。
ガ
ー
ナ
長
老
教

会
の
代
表
3
名
の
内
、
1
名

は
22
歳
の
女
性
だ
っ
た
。
ま

た
、
韓
国
の
Ｐ
Ｃ
Ｋ
（
大
韓

イ
エ
ス
教
長
老
会
）
の
代
表

3
名
の
内
、
2
名
は
女
性
の

ユ
ー
ス
だ
っ
た
。
各
国
の
諸

教
会
が
こ
の
よ
う
な
国
際
会

議
に
意
識
的
・
積
極
的
に

ユ
ー
ス
や
女
性
を
送
り
出
し

て
い
る
こ
と
を
感
じ
る
。
教

団
と
比
べ
、
多
く
の
ユ
ー
ス

や
女
性
が
議
員
と
し
て
参
加

　
ユ
ー
ス
や
女
性
の
活
躍
目
立
つ

 

▼
Ｅ
Ｍ
Ｓ
総
会
報
告
▲

出版局 正職員（経験者）募集
◎職　　種　定期刊行物（信徒の友、こころ

の友、教師の友など）編集業務
◎勤　　務　月曜日～金曜日　9:00 ～ 17:00
（休憩12:00 ～ 13:00）
◎待　　遇　当局規定による　社会保険完

備、交通費全支給、各種手当、休日＝土日
祝日他
◎入社予定　2023年4月以降（応相談）
◎試用期間　3か月
◎応募資格　編集実務経験者で年齢40歳位

まで、教会生活を送っている方。DTP経験
者歓迎。
◎応募方法　履歴書（自筆・写真貼付）を郵

送ください。書類選考後、面接日を通知し
ます。応募書類は返却いたしません（秘密
厳守）。
◎入社試験　あり（適性、作文、英語等）
◎募集期間　2023年2月末
◎お問い合わせ・応募先
　〒169-0051東京都新宿区西早稲田2-3-18
　日本キリスト教団出版局　総務課宛
　℡ 03-3204-0421（月～金 9:30 ～ 17:00）

YMCAだからこそのウクライナ避難者支援
▼日本YMCA同盟ウクライナ避難者支援プロジェクト ▼

ウクライナ救援募金期間延長のお知らせ
　主の聖名を賛美いたします。
　日本基督教団では、一日も早く、ウク
ライナに平和と、人々の命が守られるこ
とを祈り、社会委員会を通して人道的支
援のための募金を行っています。
　2022年11月25日現在46,704,808円の募
金がささげられました。募金額28,987,107
円をACT(Action by Churches Together）
Allianceに、3,000,000円 を 日 本YMCA同
盟に送金いたしました。
　つきましては、募金期間を2023年3月末
まで延長いたします。ご協力をお願いい
たします。
　2022年12月12日

日本基督教団社会委員長　森下　耕
◎送 金 先
　加入者名 日本基督教団社会委員会
　郵便振替
　　００１５０－２－５９３６９９
（通信欄に「ウクライナ救援募金」と
お書きください。）

　
正
教
師
登
録

山
田
原
野

（
2
0
2
2
・
11
・
13
受
按
）

加
藤
秀
久
、
髙
橋
優
美
子

（
2
0
2
2
・
11
・
18
受
按
）

大
島
庄
吾
、
野
澤
幸
宏
、

稲
益
久
仁
子
、
佐
藤
彰
子

（
2
0
2
2
・
11
・
26
受
按
）

金
　
園
播
、
藤
本
百
合
子
、

村
越
ち
は
る

（
2
0
2
2
・
11
・
27
受
按
）

　
教
師
異
動

勝
田
台
　
辞（
主
）水
谷
　
勤

　
〃
　
　
就（
代
）澤
﨑
弘
美

飯
田
馬
場
町

お
詫
び
・
訂
正

　
新
報
4
9
8
6
号
3
面

「
常
議
員
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
」

欄
、遠
矢
良
男
氏
の
受
洗
日
、

「
2
月
25
日
」を「
12
月
25
日
」

に
、
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た

し
ま
す
。

「兵庫県南部大地震記念の日」
追悼礼拝

「ボランティアお断り」
山本光一さん

（隠退教師・元北海教区幹事）
◎日時・場所
　2023年1月17日（火）午後6時
　日本基督教団 神戸聖愛教会
◎主催・問合せ
　日本基督教団 兵庫教区

（℡078-856-4127）
◎オンライン・ライブ映像配信
礼拝ライ
ブ配信用
QRコード

礼拝式次
第用
QRコード

就（
代
）丸
大
　
勝

高
槻
向
山
辞（
主
）館
山
英
夫

共
愛
学
園
前
橋
国
際
大
学

辞（
教
）野
村
　
誠

十
二
使
徒
辞（
代
）丸
山
澄
夫

　
〃
　
就（
代
）久
世
そ
ら
ち

桜
ヶ
丘
　
就（
代
）山
本
修
一

　
隠
退
よ
り
復
帰

山
本
修
一
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坂
部
宏
子
さ
ん
は
北
海
道
・
帯

広
の
出
身
。
得
意
の
音
楽
を
生
か

し
教
会
と
地
域
と
に
奉
仕
す
る
。

　
父
親
は
帯
広
で
小
学
校
教
員
と

し
て
勤
め
て
い
た
が
、
オ
ペ
ラ
歌

手
の
夢
を
追
い
上
京
。
教
壇
に
立

ち
つ
つ
週
末
に
ア
マ
チ
ュ
ア
歌
手

と
し
て
活
躍
し
た
が
、
戦
時
の
栄

養
失
調
が
た
た
り
声
が
出
な
く
な

る
。
こ
の
父
の
無
念
さ
が
坂
部
さ

ん
の
音
楽
の
原
動
力
と
も
な
っ

た
。

　
坂
部
さ
ん
は
戦
後
、
高
校
生
の

時
に
地
元
の
メ
ノ
ナ
イ
ト
教
会
で

受
洗
。
そ
の
後
8
人
家
族
の
う
ち

5
人
が
同
じ
教
会
や
日
本
基
督
教

団
で
信
仰
に
導
か
れ
た
。

　
関
西
で
キ
リ
ス
ト
教
を
学
ん
だ

後
に
全
国
の
教
会
を
巡
り
、
40
代

で
北
海
道
に
戻
る
。
幼
稚
園
の
教

諭
、
園
長
も
15
年
間
務
め
た
。

　
08
年
、
夫
婦
・
娘
3
人
家
族
の

健
康
の
た
め
「
気
候
の
温
暖
な
」

仙
台
平
野
に
移
住
。10
年
に
教
団
・

名
取
教
会
に
家
族
で
転
入
会
し
た

矢
先
、
東
日
本
大
震
災
に
見
舞
わ

れ
た
。
新
た
な
地
で
の
信
仰
の
友

が
津
波
の
犠
牲
と
な
り
、
教
会
は

被
災
し
た
。
し
か
し
坂
部
さ
ん
は

こ
こ
で
め
げ
な
い
。
仙
台
南
部
を

中
心
に
開
始
し
て
い
た
歌
や
趣
味

の
サ
ー
ク
ル
を
さ
ら
に
拡
大
、
10

以
上
の
グ
ル
ー
プ
を
展
開
す
る
。

幼
児
教
育
に
長
く
携
わ
っ
た
が
、

高
齢
者
層
に
こ
そ
学
び
の
ニ
ー
ズ

が
あ
る
と
読
ん
だ
。
地
元
紙
の
告

知
欄
と
口
コ
ミ
を
活
用
し
、
こ
れ

ま
で
延
べ
で
数
百
人
の
メ
ン
バ
ー

を
ま
と
め
て
き
た
。

　
名
取
教
会
の
あ
る
地
区
は
福
島

第
一
原
発
エ
リ
ア
を
含
む
。
避
難

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
伝
道
所
が
二

つ
あ
り
、
住
民
が
戻
り
始
め
た
小

高
地
区
で
19
年
秋
よ
り
自
由
な
歌

の
サ
ー
ク
ル
「
サ
フ
ラ
ン
」
を
展

開
。
仙
台
の
集
会
は
古
参
メ
ン

バ
ー
に
託
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中

断
の
後
22
年
春
に
再
開
。
会
場
も

地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
か
ら
小
高
伝

道
所
に
移
し
た
。
会
堂
は
複
数
の

地
域
住
民
グ
ル
ー
プ
の
交
流
の
場

と
な
っ
て
い
る
。

　
80
歳
の
記
念
に
賛
美
の
映
像
投

稿
も
開
始
。
視
聴
者
数
は
伸
び
て

い
る
。
音
楽
の
力
は
信
仰
の
伴
侶

と
し
て
人
々
を
繋
ぐ
と
信
じ
る
。

音楽の力で人々を繋ぐ

名取教会員

坂部　宏子さん

　
11
月
22
日
、戸
山
サ
ン
ラ
イ
ズ（
新

宿
区
）
に
て
開
催
さ
れ
た
、
日
本
盲

人
キ
リ
ス
ト
教
伝
道
協
議
会（
議
長
・

田
中
文
宏
。
略
称
「
盲
伝
」）
の
創

立
70
周
年
記
念
感
謝
会
に
出
席
し

た
。
盲
伝
は
、
ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ
ー
氏

の
日
本
に
お
け
る
視
覚
障
が
い
の
キ

リ
ス
ト
者
に
対
す
る
祈
り
と
支
援
に

よ
っ
て
、
1
9
5
1
年
に
誕
生
し
た

超
教
派
の
伝
道
団
体
で
あ
る
。

　
私
は
神
学
生
時
代
に
、
盲
伝
婦
人

部
が
創
設
し
た
「
東
京
サ
フ
ラ
ン

ホ
ー
ム
」（
視
覚
障
が
い
の
女
性
た

ち
の
生
活
と
職
業
の
自
立
支
援
施

設
）
で
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
等
の
往
診
の

際
の
車
で
の
送
迎
の
バ
イ
ト
を
し

た
。
そ
れ
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
盲

伝
の
集
会
に
参
加
し
、
秋
田
の
教
会

に
赴
任
し
て
か
ら
は
東
北
盲
信
徒
会

に
所
属
し
て
、
40
年
を
越
え
る
交
わ

り
を
も
た
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
こ
の
度
の
70
周
年
記
念
感
謝
会
で

あ
ら
た
め
て
思
わ
さ
れ
た
こ
と
は
、

私
は
こ
の
盲
伝
に
お
け
る
視
覚
障
が

い
の
キ
リ
ス
ト
者
の
方
た
ち
か
ら
、

生
涯
ブ
レ
る
こ
と
の
な
い
信
仰
の
姿

勢
を
教
え
ら
れ
、
牧
師
と
し
て
育
て

て
い
た
だ
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
隣
人
と
共
に
歩
む
と
い
う
こ

と
は
た
や
す
い
こ
と
で
は
な
い
。
し

か
し
、
こ
こ
に
本
当
に
隣
人
と
共
に

歩
ん
で
い
る
信
仰
者
が
い
る
と
い
う

多
く
の
証
し
を
見
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
る
。

　
盲
伝
に
お
い
て
も
、
高
齢
化
や
コ

ロ
ナ
禍
の
中
で
の
活
動
の
困
難
さ
と

い
っ
た
課
題
は
あ
る
が
、
今
こ
の
時

も
、
盲
伝
に
連
な
る
一
人
ひ
と
り
の

信
仰
者
の
力
強
い
歩
み
が
な
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
覚
え
て
い
き
た
い
。

（
教
団
総
会
議
長
　
雲
然
俊
美
）

盲
伝
盲
伝
7070
周
年
記
念
感
謝
会

周
年
記
念
感
謝
会

に
出
席
し
て

に
出
席
し
て

　
横
浜
本
牧
教
会
は
、
ア
メ
リ
カ
の

メ
ソ
ジ
ス
ト
・
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト

教
会
の
信
仰
を
受
け
継
い
で
創
設

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
歴
史
は
、
ミ

ス
・
ガ
ス
リ
ー
と
ミ
ス
・
ブ
リ
テ
ン

に
よ
る
日
本
伝
道
か
ら
始
ま
り
ま

す
。
教
育
を
通
し
て
宣
教
を
す
る
た

め
に
、
1
8
8
0
年
ブ
リ
テ
ン
女
学

校
（
1
8
8
6
年
に
横
浜
英
和
女
学

校
と
改
称
）
が
創
立
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
同
教
会
か
ら
ク
ラ
イ
ン
牧

師
が
日
本
に
派
遣
さ
れ
、
1
8
8
6

年
7
月
11
日
に
「
横
浜
第
一
美
普

教
会
（
横
浜
本
牧
教

会
）」
が
誕
生
し
ま

す
。
最
初
は
12
名
か

ら
始
ま
っ
た
教
会
で

し
た
が
、
そ
の
頃
教

会
を
支
え
た
の
が
、

英
和
女
学
校
校
長
ミ

ス
・
ハ
ジ
ス
や
、
英

和
女
学
校
の
人
々
で

し
た
。
創
立
当
初
か

ら
英
和
女
学
校
と
横

浜
本
牧
教
会
は
、
一

つ
の
集
団
と
言
え
る

ほ
ど
つ
な
が
り
が
と

て
も
強
か
っ
た
の
で

す
。

　
1
9
0
8
年
横
浜

英
和
女
学
校
附
属

早
苗
幼
稚
園
は
本
牧

上
台
に
幼
稚
園
を
移

し
、
寄
付
金
を
託
し
て
く
だ
さ
っ
た

シ
ー
ル
ド
氏
の
名
前
を
取
り
、「
シ
ー

ル
ド
早
苗
幼
稚
園
」
と
命
名
さ
れ
ま

す
。
こ
れ
が
現
早
苗
幼
稚
園
の
始
ま

り
で
し
た
。
し
か
し
1
9
2
3
年
に

関
東
大
震
災
が
起
こ
り
、
園
児
は
ほ

と
ん
ど
行
方
不
明
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。そ
し
て
時
代
は
戦
時
下
へ
。

1
9
4
5
年
5
月
29
日
の
横
浜
大
空

襲
に
て
、
会
堂
、
牧
師
館
、
幼
稚
園

舎
、
全
て
が
焼
失
。
会
員
の
ほ
と
ん

ど
も
戦
災
を
受
け
ま
す
が
、
礼
拝
を

守
る
た
め
に
人
々
が
一
丸
と
な
っ
て

信
仰
を
守
っ
た
の
で
す
。
1
9
5
0

年
9
月
よ
り
伊
藤
与
雄
牧
師
の
園
長

兼
任
に
よ
り
、
横
浜
本
牧
の
地
で
本

格
的
に
幼
稚
園
の
業
が
開
始
さ
れ
ま

し
た
。
そ
し
て
1
9
5
9
年
「
横
浜

本
牧
教
会
」「
早
苗
幼
稚
園
」
と
教

会
と
幼
稚
園
が
改
称
さ
れ
、
さ
ら
に

1
9
7
2
年
に
新
園
舎
が
完
成
し
、

現
在
に
至
り
ま
す
。★

　
早
苗
幼
稚
園
は
今
年
で
1
1
4
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。「
き
ら
き
ら
・

わ
く
わ
く
・
の
び
の
び
」
と
毎
日
を

過
ご
せ
る
よ
う
、「
キ
リ
ス
ト
教
教

育
」・「
遊
び
を
重
視
し
た
教
育
」・「
共

に
歩
む
教
育
」
を
三
本
柱
と
し
て
毎

日
、
保
育
の
業
に
励
ん
で
い
ま
す
。

歴
史
の
中
で
私
た
ち
の
生
活
が
変
化

し
た
よ
う
に
、
幼
稚
園
の
在
り
方
も

変
化
し
て
き
ま
し
た
。
2
0
1
5

年
か
ら
「
横
浜
市
施
設
給
付
型
幼
稚

園
」
と
し
て
、
預
か
り
保
育
を
導
入

し
ま
し
た
。
ま
た
、
2
0
1
7
年
か

ら
近
隣
施
設
の
児
童
養
護
施
設
「
日

本
水
上
学
園
」
の
児
童
を
受
け
入
れ

て
い
ま
す
。
約
1
割
の
子
ど
も
た
ち

が
在
園
し
て
い
ま
す
。
様
々
な
背
景

を
持
っ
た
子
ど
も
た
ち
で
す
。
少
し

で
も
安
心
で
き
る
場
所
・
存
在
と
し

て
幼
稚
園
が
役
立
て
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
長
い
歴
史
を
経
て
今
に
い
た
る
私

た
ち
の
幼
稚
園
で
す
が
、
多
く
の
課

題
が
山
積
み
で
す
。
特
に
保
護
者
や

教
職
員
へ
の
キ
リ
ス
ト
教
伝
道
が
課

題
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
キ
リ
ス
ト
教
保

育
に
理
解
は
示
し
て
い
る
も
の
の
、

な
か
な
か
教
会
に
つ
な
が
り
ま
せ

ん
。
ま
た
少
子
化
に
よ
り
、
少
し
ず

つ
園
児
数
も
減
少
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
援
助
が
必
要
な
子
ど
も

の
割
合
は
増
え
て
い
く
ば
か
り
で
、

難
し
い
経
営
が
続
い
て
い
ま
す
。
園

長
を
務
め
て
5
年
と
な
り
ま
す
が
、

今
も
続
く
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
「
今

ま
で
通
り
」
の
保
育
が
な
か
な
か
出

来
ま
せ
ん
。
早
く
全
員
で
楽
し
い
会

食
の
時
を
持
ち
た
い
と
祈
る
ば
か
り

で
す
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
も
、
神
さ

ま
が
一
番
良
い
道
を
示
し
て
く
だ
さ

る
と
信
じ
、
歴
史
あ
る
幼
稚
園
の
伝

統
を
祈
り
な
が
ら
守
っ
て
い
き
た
い

と
願
い
ま
す
。

「きらきら・わくわく・のびのび」と
横浜本牧教会牧師・横浜本牧教会附属早苗幼稚園園長　宮川　周子

　
11
月
22
日
、
日
本
基
督
教

団
主
催
で
Ｗ
Ｃ
Ｃ
（
世
界
教

会
協
議
会
）
の
オ
ン
ラ
イ
ン

報
告
会
が
行
わ
れ
た
。
Ｗ
Ｃ

Ｃ
総
会
は
今
年
の
8
月
31
日

か
ら
9
月
8
日
に
か
け
て
ド

イ
ツ
の
カ
ー
ル
ス
ル
ー
エ
で

開
催
さ
れ
て
い
る
。

　
西
之
園
路
子
Ｗ
Ｃ
Ｃ
代
表

議
員
は
Ｗ
Ｃ
Ｃ
成
立
の
歴
史

や
本
総
会
全
体
の
概
略
に
つ

い
て
報
告
、
伊
勢
希
ユ
ー
ス

枠
代
表
議
員
は
プ
レ
ユ
ー
ス

で
の
世
界
の
ユ
ー
ス
た
ち
と

の
出
会
い
と
そ
の
出
会
い
を

通
し
与
え
ら
れ
た
気
づ
き

や
恵
み
に
つ
い
て
報
告
、
ス

チ
ュ
ワ
ー
ド
と
し
て
参
加
し

た
内
田
幸
四
郎
神
学
生
（
東

京
神
学
大
学
）
は
、
Ｗ
Ｃ
Ｃ

に
お
け
る
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
の

働
き
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

写
真
を
多
用
し
つ
つ
、
そ
れ

ぞ
れ
の
異
な
る
視
点
か
ら
の

臨
場
感
溢
れ
る
報
告
と
な
っ

た
。

　
Ｗ
Ｃ
Ｃ
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド

ユース枠代表議員、スチュワード
から報告を聞く

 ▼ＷＣＣ第11総会オンライン報告会 ▼

は
、
世
界
中
の
諸
教
会
か
ら

集
っ
た
18
～
30
歳
の
ユ
ー
ス

で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
彼
ら

は
プ
レ
集
会
に
先
ん
じ
て
現

地
入
り
し
、
Ｗ
Ｃ
Ｃ
総
会
に

向
け
て
の
諸
準
備
を
行
い
、

ま
た
一
ユ
ー
ス
と
し
て
プ
レ

ユ
ー
ス
集
会
に
参
加
。
総
会

が
始
ま
る
と
、
受
付
や
入
口

の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
チ
ェ
ッ

ク
、
会
場
内
の
誘
導
、
ヘ
ッ

ド
ホ
ン
セ
ッ
ト
や
資
料
の
配

付
、
会
場
準
備
等
の
奉
仕
に

当
た
る
。
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
の

多
忙
な
働
き
無
し
に
は
こ
の

総
会
は
成
り
立
た
な
い
。
そ

し
て
こ
の
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
の

中
か
ら
将
来
の
世
界
の
教
会

を
担
う
者
た
ち
が
誕
生
す

る
。
現
在
の
Ｗ
Ｃ
Ｃ
の
リ
ー

ダ
ー
た
ち
の
中
に
も
ス
チ
ュ

ワ
ー
ド
経
験
者
は
少
な
く
な

い
。

　
今
回
の
総
会
で
、
日
本
に

一
枠
与
え
ら
れ
て
い
る
ユ
ー

ス
枠
に
教
団
か
ら
代
表
を
派

遣
で
き
た
こ
と
、
ま
た
ス

チ
ュ
ワ
ー
ド
と
し
て
参
加
す

る
ユ
ー
ス
が
与
え
ら
れ
た
こ

と
（
内
田
神
学
生
は
自
ら
応

募
し
て
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
に

採
用
さ
れ
た
）、
そ
し
て
こ

の
よ
う
な
報
告
会
で
二
人
の

ユ
ー
ス
か
ら
報
告
を
聞
け
た

こ
と
は
、
教
団
に
と
っ
て
も

と
て
も
喜
ば
し
い
こ
と
で

あ
っ
た
。

　
Ｗ
Ｃ
Ｃ
総
会
で
は
青
年
た

ち
も
積
極
的
に
発
言
し
て
い

た
。
Ｗ
Ｃ
Ｃ
総
会
で
中
央
委

員
に
選
出
さ
れ
た
1
5
0
名

の
内
、
青
年
の
占
め
る
割
合

は
13
％
、
女
性
は
約
4
割
。

そ
れ
で
も
も
っ
と
青
年
や
女

性
の
数
を
増
や
し
て
欲
し
い

と
の
要
望
が
出
て
い
た
。

（
西
之
園
路
子
報
）
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